


　はじめに

　由布市は、豊かな自然と先人の営みに育まれた、美しい山野、実り多き農地、豊富
な湧水を源流とする川など誇れる風土を有しています。
　私たちは、その恵みを受けることで、日々の暮らしができていますが、同時に、それら
を守り育てながら、次世代に引き継ぐ責務も有しています。
　しかし、私たちをとりまく状況は、目まぐるしく変化し、日々新たな環境問題が生まれる
なかでは、それは容易なことではありません。
　私たちが、次世代への責務を果たしていくためには、市民等、事業者、交流者、市
が協働しつつ、様々な方 と々連携をしながら環境施策をすすめていく必要があります。
　このたび策定した、「由布市環境基本計画」は、その道筋を指し示すものであり、今
後１０年間の由布市の環境施策の根本となるものです。
　本計画の特徴としましては、地域別計画を作らず、市内を「川」、「森・里山・牧野」、
「農地」、「暮らし」のゾーンに区分し施策を展開するとともに、環境学習の推進や地
域資源の活用など全域で取り組む施策を組み合わせていることや、年間390万人に
ものぼる本市を訪れる観光客をはじめとする交流者の方々についても、環境施策を
推進する主体として位置付けていることなどがあげられます。
　本計画には、由布市が目指すべき環境像として、「水・緑・人が輝き続けるまち・由
布市」が掲げられています。市といたしましても、各主体の方 と々協働しながら、その実
現に向けまい進してまいりたいと考えております。
　最後に、由布市が誕生して10年を迎えたこの節目の年に、由布市環境基本計画
策定委員会や由布市環境審議会の委員の方々をはじめとして、市民・事業者など
様々な方々の参画のもと、本計画が策定できましたことに心より御礼申し上げます。

  平成28年3月
由布市長　首藤 奉文
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第4章　目標達成に向けた具体的な取り組み
1． 施策体系
2． 具体的な取り組み
環境目標（プロジェクト）□1
　大分川水系の水を清らかにし、水辺を守り、親しもう【川ゾーン】
環境目標（プロジェクト）□2
　多様な機能を持つ、森、里山、牧野の風景を守り、育てよう【森・里山・牧野ゾーン】
環境目標（プロジェクト）□3
　食や生き物を支える農地とその風景を守り、育てよう【農地ゾーン】
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